
大阪大学 GCOE「コンフリクトの人文学」 
調査研究助成成果報告会（2011/03/18） 

 

15・16 世紀ミュンヘンにおけるコンフリクトと秩序 
 

文学研究科 DC3(西洋史) 紫垣 聡 

 
０．はじめに 
＊博士論文のテーマ：「誰が都市の秩序を担ったのか」 
         →14-16 世紀ミュンヘンにおける秩序の諸相を通して 

統治権力（参事会）と市民の関係を考察 
 論点 ①経済・民生に関する秩序 
    ②都市社会におけるコンフリクトと秩序：本報告で扱う 
    ③民衆の文化・習俗に対する規律化 
＊本報告での問題設定 
都市社会におけるコンフリクト→秩序のあり方を示す 

 紛争処理をめぐる統治権力と都市住民の関わり・働きかけ 

 
１．調査した史料 
＊裁判記録 

Gerichtsbücher：1368-1417 年、1522-30 年 
Gerichtsprotokolle：1583-1600 年 
Malefizprotokolle（重犯罪記録）：1574-1600 年 
Gerichtsbücher（侮辱・名誉毀損に関する）：1592-1600 年 

 …いずれも裁判官の判決のみ記録、訴訟の具体的経過は記されていない 
＊ツンフト(同業組合)規約 
 Handwerkssatz：15 世紀 

Rats- und Handwerksordnungen：1530-42 年 

 
２．研究の進捗状況 
＊裁判記録の分析 
・15 世紀前半・16 世紀前半 
土地・家屋の所有、婚資、債務関係の確認、財産の譲渡、差押え、賠償請求など 

  →市民の財産問題に関する記述がほとんど 

 



 ・16 世紀末 
  侮辱や暴力をめぐる紛争に関する記録が現れる 
  →暴力の「犯罪」化？ 
   制裁として軽い罰金⇔財産犯に対しては重刑 

 
＊法廷外での紛争解決 
 15 世紀半ば以降のツンフト規約 
 …組合が成員の不品行・狼藉（ナイフを抜く等）を裁く権限を認める 
  罰則としてロウまたは贖罪金を組合の金庫に納める 
  →商工業者たち（市民の大部分）は集団内での紛争を自力で解決 

 
＊都市民衆による司法の利用 
社会的地位の低い徒弟や女中が親方の暴力を訴える事例 
市民とよそ者の間におこった紛争 
→従来の紛争解決の枠組みに収まらない場合、都市裁判所を利用 

 
３．結びと展望 
＊暫定的結論 
・経済的利害に関する紛争の処理では、都市住民は当局の裁判所を頼る 
・暴力をめぐるコンフリクトでは、当事者間・関係集団内での解決が広く行われていた 
・統治権力による暴力の抑制は限定的、都市住民は部分的・選択的にこれを利用 
 →暴力や規範の逸脱に対する複合的な社会的コントロール 

 
＊博士論文での位置づけ 
 都市社会におけるコンフリクトをめぐっては、公的な司法機関の権威が求められる一方、 

地域住民も主体的な紛争解決の能力をもって公の秩序に関わっていた 
⇔経済活動に関しては参事会が都市共同体の合意のもと秩序を担う 

  統治権力による習俗の規律化は民衆に受け入れられない 
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